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昨年からの変更点
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▲覆土約1㎏

▲播種同時
可能な箱剤50g

(防人・ﾌﾙｽﾛｯﾄﾙ等)

▲水稲種子
(乾籾)

約150g

▲床土約3㎏

10ａ当たり

‣箱20枚

‣種子3㎏

‣培土80㎏

‣箱剤1㎏ …が目安【薄まき健苗】
苗いもち・ムレ苗の予防
と、移植後の生育確保の
ため、
薄まきを推奨します！

合計約28㎜
(育苗箱摺り切り)

約7～10㎜

約18～21㎜

令和７年産 水稲栽培ポイント

○比重はうるち1.13、もち1.08で行う。
○浮いた籾は除去し、沈んだ籾を使用する。
○塩水選後は流水でよく洗い、1時間以内に次の作業
に入る。

○60℃のお湯で10分間消毒する。
○消毒袋には籾を入れすぎないようにする。(7～10㎏)
○一度にたくさん入れすぎるとお湯の温度が下がって消毒
効果が落ちるため、2～3袋にとどめる。

○温度の上げすぎに注意する。途中の足し湯も避ける。
○消毒中は定期的にゆすったり、もんだりして中までしっか
り温度を伝える。

○消毒後は冷水で袋の内部まで十分冷やし、催芽に入る。

○ｽﾐﾁｵﾝ、ﾃｸﾘｰﾄﾞC、ﾍﾞﾝﾚｰﾄの3種混合の薬液に24時間
浸漬して消毒を行う。

○消毒時は袋をよくゆすり、内部まで十分浸透させる。
○浸漬後はできるだけ乾燥させてから催芽に入る。

○消毒後は4～5日ぐらい水につけ、はとむね状態にする。
【積算温度100℃：水温20℃で5日間(100℃)】

○1日1回水を入れ替える。水を入れ替える際、袋の上下
を入れ替える。

○水の量は、種子：水が１：２になるようにする。

はとむね状態

▲伸びすぎ▲不十分な催芽

第第11葉葉

第第22葉葉
第第33葉葉

‣

‣

‣

‣

‣

‣

‣

‣

‣

苗の長さが4～5㎝に
なったら、被覆資材を
はずす。

水やりは午前中に1回、
培土の乾き具合によって
は夕方もう一度かける。

苗の長さが13㎝前後・
第3葉が展開し始めたら
移植時期。

株間18㎝
(坪当たり約60株)

移植は一株当たり2～3
本を目安に、株間を十
分開けて行う。移植後
は浅水管理を行う。
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移植後1か月程度を目安に、
茎数が一株当たり20本前後
確保したら中干しを実施する。

表面に軽くひびが入り、軽く足
跡が付くくらいになったら水を
入れる。

田んぼ表面が真っ白になって、足跡
もつかないような強い中干しは、漏
水や肥料の流亡・根傷みによる生
育への影響があるので行わない。

入水後は幼穂の状態を見て穂肥
の散布を行う。穂肥の量は葉色
や生育状況によって調整する。

水
は
し
っ
か
り
溜
め
る
！
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○土づくりと地力の維持・増進…
‣

‣

‣

‣

‣

‣

‣

【単位％】

【単位％】

【単位％】

【単位％】

【単位％】

【単位％】

【単位％】

【単位％】
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MEMO

11000000
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‣ ‣ ‣

‣ ‣ ‣ ‣

雑草が大きくなる前に初中期一発剤での処理と中後期剤の
早期防除を心がけましょう。

‣ ‣ ‣

‣ ‣ ‣

‣
‣

‣
‣

‣

‣
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‣

▲スクミリンゴガイ ▲卵塊▲食害による欠株

‣

‣

‣

‣

‣

‣

▲リゾプス属菌 ▲ムコール属菌

▲ピシウム属菌▲フザリウム属菌

▲リゾクトニア属菌

▲トリコデルマ属菌

‣

‣
‣
‣

‣

‣

‣

‣

▲▲穂穂首首いいももちち

‣
‣

‣

‣

‣

▲▲進進行行型型病病斑斑 ▲▲停停滞滞型型病病斑斑

▲▲葉葉いいももちち
（（ずずりり込込みみ症症状状））▲▲苗苗いいももちち

‣

‣

‣

‣
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‣
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▲停滞型の病斑 ▲進行型の病斑 ‣

‣

‣

‣

‣

‣
‣

‣

‣

‣

‣

‣

▲▲ももみみ枯枯細細菌菌病病

▲▲内内穎穎褐褐変変病病

▲▲穂穂いいももちち

‣

‣

‣
‣

‣

‣

‣
▲ミナミアオカメムシ

‣

ホ
ソ
ハ
リ
カ
メ
ム
シ

ク
モ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ

▲イネクロカメムシと食害痕 ▲吸害による斑点米

正常な米

イイネネカカメメムムシシのの発発生生にに注注意意ししままししょょうう！！
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▲セジロウンカ

‣

▲トビイロウンカ（短翅）

▲ヒメトビウンカ ▲トビイロウンカ
（幼虫）

▲トビイロウンカ（長翅）

‣

‣

‣

‣

‣

‣

‣上から振りかけるように散布す
ると、葉や穂に邪魔されて株元
のウンカにかかりにくい

‣下に向かって散布すると、株元
のウンカにまで薬剤がかかる。

‣トビイロウンカによる坪枯れ ‣坪枯れ発生時の株元

‣

‣

‣
‣

‣

‣

‣

‣

▲コブノメイガ（成虫）

▲コブノメイガ（幼虫） ▲幼虫による食害

‣

‣

▲ツマグロヨコバイ
稲の吸汁、ウイルス病の媒介
（黄化委縮病・萎縮病）

▲イネミズゾウムシ
葉の食害

（風傷みしやすくなる）

▲ニカメイチュウ
葉鞘の食害、茎の食害
（心枯れ・穂の出すくみ）

▲イネツトムシ
葉の食害、苞の作成
（生育抑制・充実不良）

‣
‣

‣

‣

‣
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〇〇下下図図のの11葉葉期期はは、、移移植植後後11週週間間程程
度度のの時時期期ととさされれてていいまますす。。
〇〇更更にに、、33葉葉期期へへのの成成長長はは約約1100日日とと
非非常常にに短短くく、、気気温温がが高高いいとと早早ままるる
傾傾向向ががああるるののでで、、適適期期をを逃逃ささなないい
よようう注注意意ししままししょょうう。。
〇〇移移植植同同時時処処理理もも有有用用でですす。。

〇除草剤にはそれぞれ使用推奨時期があります。
本ページを参考に、目安をご確認ください。

１葉期 葉期 ２ 葉期 葉期

① ①

②

葉鞘

②

①①

③

②

ピ
ラ
ク
ロ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

葉
期
ま
で
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3

除除草草剤剤((ノノビビエエ))のの
使使用用時時期期ににつついいてて

〇〇下下図図にに記記載載さされれてていいるるののはは、、そそ
のの剤剤ののノノビビエエにに対対すするる薬薬剤剤効効果果範範
囲囲のの上上限限葉葉齢齢でですす。。
〇〇記記載載葉葉齢齢以以上上ででのの使使用用はは、、効効果果
がが十十分分にに発発揮揮ででききななくくななりりまますすのの
でで、、早早めめのの時時期期をを意意識識ししてて使使用用しし
ままししょょうう。

除除
草草
剤剤

葉葉
齢齢
別別

薬薬
剤剤
効効
果果
範範
囲囲
図図

使用ここまで

※広葉雑草については本誌P6で有効な薬剤・
使用時期をご確認ください。

使用ここまで使用ここまで

コラム

移植後日数
目安 日

移植後日数
目安 日

移植後日数
目安 日

移植後日数
目安 日

7cm
5cm
3cm

葉齢と使用時期 ノビエの成長速度

〇〇ｼｼﾞ゙ｬｬﾝﾝﾎﾎﾞ゙ﾀﾀﾆﾆｼｼ対対策策ととししてて浅浅水水管管理理をを
併併用用すするる場場合合はは、、除除草草剤剤散散布布かからら
最最低低４４日日間間はは水水深深４４ccmm程程度度をを保保ちち
ままししょょうう。。

使用時期

初初中中期期
代代かかきき～～移移植植後後

〇〇散散布布後後、、処処理理層層のの形形成成・・安安
定定にに約約３３日日かかかかるるののでで、、ここのの
日日数数はは湛湛水水をを保保ちちままししょょうう。。
〇〇河河川川へへのの薬薬剤剤流流出出防防止止のの観観
点点かからら７７日日間間のの止止水水管管理理もも合合
わわせせてて徹徹底底ししままししょょうう。。
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４葉期 ５葉期 ６葉期

②

1葉目の消失期

①

③

④

③

⑤

④

②

⑥
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③
②
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〇〇ジジャャンンボボ・・粒粒・・フフロロアアブブルル
等等のの拡拡散散製製剤剤はは、、使使用用前前にに
ししっっかかりりとと湛湛水水ししままししょょうう。。
〇〇水水量量がが少少なないいとと、、効効果果がが
劣劣っったたりり、、薬薬害害のの原原因因ととななるる
場場合合ががあありりまますす。。

出典 大島 保夫.神奈川県における水田雑草の生育
特性(神奈川県農業技術センター研究報告 第150号) 
https://www.syngenta.co.jp/cp/articles/20100401_01

出典 シンジェンタJP 「ヒエの基礎知識－しっかり
と把握しよう。水田の重要雑草「ヒエ」について。」
https://www.syngenta.co.jp/cp/articles/20100401_01

使用ここまで 使用ここまで使用ここまで

薬剤と水深の関係

移植後日数
目安 日

移植後日数
目安 日

移植後日数
目安 ４日

フロアブル・粒剤→５cm程度
ジャンボ剤→７cm程度

※下図もご確認ください

7cm
5cm
3cm

散布後の水管理

出典 クミアイ化学工業株式会社「水稲用除草剤
の上手な使い方(九州地域版)」

1.5

※※ｼｼﾞ゙ｬｬﾝﾝﾎﾎﾞ゙ﾀﾀﾆﾆｼｼ対対策策ととししてて浅浅水水管管理理をを併併
用用すするる場場合合はは水水深深にに注注意意ししままししょょうう。。

使用時期

中中後後期期
移移植植後後 日日～～

葉
期
ま
で
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